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令和７年度 第１回 大和高田市まち・ひと・しごと創生会議 議事要旨 

 

開催日時 令和７年８月２７日（水） １４：００～１６：００ 

開催場所 大和高田市役所 ５階 会議室（６・７） 

出席者１０名 

（五十音順） 

池田 あゆ里 委員 (公募市民) 

勝井 康晴 委員（大和高田商工会議所 専務理事） 

杉村 孝則  委員（奈良県農業協同組合 新庄営農経済センター 所長） 

俵本 和実  委員（南都銀行高田エリア エリア統括長兼支店長） 

会 長 鶴谷 将彦  委員（奈良県立大学 地域創造学部 准教授） 

副会長 増田 武雄  委員（大和高田市町総代連合会 会長） 

村島 昭代  委員（大和高田市民生児童委員協議会連合会 児童福祉部会 部長） 

𠮷村 聖子 委員（連合奈良 副事務局長） 

奥  亮太  委員（副市長） 

安川 禎亮  委員（教育長） 

案 件 

(１) 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）の状況報告について 

(２) 大和高田市の人口動態の現状について 

(３) 第２期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略における事業 

の実施状況報告について 

(４) その他 

配布資料 

【資料１】 企業版ふるさと納税の状況報告について 

【資料２】  大和高田市の人口動態について（令和 7年８月） 

【資料３】  第２期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略における 

事業実施状況報告について 

【資料３-１】 第 2期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 体系図 

【資料３-２】 大和高田市デジタル田園都市構想総合戦略 体系図 

【資料４】  事業評価シート 

（附属資料） 

【附属１】 大和高田市まち・ひと・しごと創生会議設置要綱 

（計画等） 

 〇大和高田市まちづくりの指針 

 〇第２期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

 〇大和高田市デジタル田園都市構想総合戦略 
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以下、議事要旨 

 

【全体】令和 7年度 大和高田市まち・ひと・しごと創生会議について 

 

（説明要旨） 

 

〇 今年度の本会議では、「第２期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の効果

検証とあわせて、「大和高田市デジタル田園都市構想総合戦略」への移行状況につい

てもご意見を頂戴し、施策評価も行っていただきたい旨、説明いたしました。 

また、会議冒頭で大和高田市の財政状況について、楽観視できる状況ではなく、市民

サービスを維持するために、行政の効率化、事務事業の選択と集中、公共施設のファ

シリティマネジメントの推進などを進めていくことを説明いたしました。 

 

 

【案件１】地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）制度の状況報告について 

 

（ご意見要旨） 

 

〇 寄附をしてくださった企業ときめ細やかにコミュニケーションをとることで、関係

性を構築し、新たな事業へ発展、拡大させていく必要があると思う。 

 

⇒ 寄附をいただいた事業者様に、引き続き寄附を活用した事業の実績報告を適宜行

わせていただき、関係性を構築していきたいと考えております。 

 

 

【案件２】大和高田市の人口動態の現状について 

  

（ご意見要旨） 

 

○ 合計特殊出生率が低下し出生数が大きく減少しているが、原因は把握しているのか。 

 

⇒ 様々なデータを参考に分析を行っているのですが、要因は判明しておりません。

ただ、今年は、半年間の出生数から推測すると、2年前の出生数に回復する傾向が

ありますので、昨年が特異的な減少傾向であるのかということも含めて分析を進

めたいと考えております。 
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○ 近年、海外からの転入者が増えてきているとのことだが、海外からの転入者の増加 

だけが人口増加の要因だとすれば、指標８を達成したとすることに違和感がある。 

人口減少対策について考えるにあたり、外国人のデータも含めより詳細なデータが 

欲しい。 

 

⇒ 外国人が増えているというのは近年の傾向ではありますが、全体的にライフステ

ージの変化による転入・転出が多いことをデータとして把握しています。 

また、本市のまとまった宅地開発等があったエリアは、子育て世代の人口増加傾向

がありますので、外国人の転入だけが人口増加の要因ではないと認識しています。

ただ、議論していただく以上、外国人の転入等のデータは必要であると思いますの

で、市で把握しており、ご提供できるものは、本会議にて共有させていただきます。 

 

○ 企業が参入するための施策、起業家へのサポートが必要ではないか。新しい事業を

始めると、自然と人が増えてくる流れがある。関係人口増加、外国人支援、起業家支

援など、誰もが気軽に手を挙げられる環境にしていくことが、人口増加に繋がるので

はないかと思う。 

 

⇒ 仕事があり、それにより人が集まり、まちが活性化することを目指す本会議の趣

旨とも合致しております。外国人支援、企業家支援の観点も踏まえて、市の活性化

を図ってまいります。 

 

○ 市のアピール不足ではないか。高田市は駅も多く便利で住みやすい場所なので、特

異なものでなくて良いので、分かりやすく子育て支援などをアピールすれば、人口は

増えてくるのではないかと思う。 

 

⇒ 今年度は奈良県立大学と協定を締結しましたので、学生と協力して、行政の発信

の仕組みについて考え、工夫していきたいと思っています。 
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【案件３】第２期大和高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略における事業実施状況 

報告について 

 

〈基本目標Ⅰ〉 本市における安定した雇用を創出する 

 

地域産業の振興 

 

（ご意見要旨） 

 

○ 商工業について、基本的には今行っている全ての事業を継続していただきたいが、

財政的なことも考えると、例えば、中小企業の相談については、全国的に他の地域で

も類似の相談事業はあるので、優先順位としては低いと思う。しかし融資等は現状の

まま続けていただきたい。 

 

⇒ 相談体制の構築や融資について今後も継続していきたい。アンケート等を通じて、

市内事業者様のニーズを把握しながら必要な支援をしていきたいと考えておりま

す。 

 

○ 農業関係について、軟弱野菜などの特産野菜の PRをもっとしていただきたい。また

外国人の雇用について、法人との橋渡しも行っていただきたい。 

 

⇒ 昨年、近鉄阿部野橋駅に停車した電車の車両内に、いちごや特産野菜の PRブース

を設置するイベントに出店しました。大変好評でしたので、そういったところでも

積極的に PRを行っていきたいと思っております。また、外国人の労働力について、

行政から法人へ雇用依頼をすることはなかなか難しいのですが、現状について農家

の方と情報共有を行いたいと考えています。 

 

 

〈基本目標Ⅱ〉 大和高田への新しいひとの流れをつくる 

 

移住・定住の促進 

 

（ご意見要旨） 

 

〇 大和高田市の空き家バンクについて、あまり聞いたことがない。立地も良く、駅も

近いので、空き家を安く修繕し、格安で借りられることが分かれば、転入者も増える
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のではないか。他自治体で、空き家バンクを利用して、古民家を借り、事業を行った

ところ商品が大ヒットしたという成功事例があるので、高田市としても、事業を検討

している人に対して、分かりやすい施策があれば良いと思う。 

 

⇒ 起業を促すという面で近しい事業として、本市では商店街の一角の店舗を借り上

げ、企業支援を行っております。 

また、本市は空き家バンクを持っておりませんが、現在、空家等対策協議会があり、

そのなかで、空家プラットフォーム制度がございます。専門家と連携して、主に流

通ルートを作っていこうと、令和 7年度中の協定締結を目指しております。 

 

〇 大和高田市の賃貸の住宅を検索すると 2ＤＫや 2ＬＤＫが多く、3ＬＤＫがほとんど

ない。子育て世帯においては、3ＬＤＫ以上が必要であると思う。空き家などの間取

りの設計をプロに依頼して子育て世帯が住みやすくなるように検討いただきたい。 

 

⇒ 事業を検討する際に、貴重なご意見として参考にさせていただきます。 

 

 

本市への愛着を育む取組の推進 

 

（ご意見要旨） 

 

〇 学生との連携事業について、色々と取組をされているが、あまり人数が集まらなか

ったという印象を受けた。学生に来てもらうという受け身だけではなく、行政側から

働きかけてはどうか。例えば、市内の高校の文化祭などで高田市の展示をするなど、

ＰＲを行うことで、ＵターンやＩターンに繋がるかもしれない。行政からの発信は大

変厳しいところではあるが、ぜひ発信を自ら行っていくことに切り替えていただくと、

色々なところに届くのではないかと思う。また、女性が進学等で転出すると、そこで、

就職や婚姻をし、地元に帰って来ないケースもあるので、戻ってきてもらえるような

支援が必要だと思う。 

 

⇒ 本市としましても、教育機関と連携協定を締結させていただいていますので、今

後は積極的に学校等に出向いて市をＰＲしてまいります。 
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魅力発信の強化 

 

（ご意見要旨） 

 

〇 インスタグラムのフォロワー数や、各ツールのアクセス数などの前年度比を把握し

ているか。魅力を発信するにあたり、それに対する反応が把握できないと改善もでき

ない。 

フォロワー数やアクセス数がどういう推移を辿っているのかを検証しないと良いも

のができないし、魅力発信にもならない。 

 

⇒ いただきましたご意見を踏まえ分析し、どの媒体にどの年代が多いのか、どうい

うジャンルのどういう年代を対象にした場合にはどの媒体を使って情報発信する

のが良いのか等も含めながら研究し、連携協定を締結しました奈良県立大学の学生

の若い意見を取り入れ、今度の市のＰＲに活かしたいと思います。 

 

 

〈基本目標Ⅲ〉 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

 

出産希望の実現 

 

ご質問・ご意見等なし 

 

 

子育て希望の実現 

 

（ご意見要旨） 

 

〇 児童ホームについて、2021 年度から 19 時までと延長になって良かったと思うが、

児童ホームの現在の待機児童は何人か。児童ホームへいつでも誰でもすぐに入れるよ

うに今後、取り組んでいただきたい。小学校に入るタイミングで他市に転出するケー

スが多いと思う。市の学力レベルの低さが要因の 1つだと思う。子どもの授業が「よ

く分かる」は受け身であり、先生が一方的に話している内容はきっと分かっているの

だと思うが、理解を深めていることとは違うと思う。この曖昧な表現で学力向上を目

指すような指標 21の設定は不適切だと思っている。 

 

⇒ 児童ホームでは 7月末現在で 21名の待機児童が発生しています。希望する方が速
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やかに利用できるように努めます。 

学校教育についてですが、学校に来て楽しい、授業が分かることからスタートすれば、

自ずと学力も向上するであろうということから、この指標となっています。授業のや

り方が教授型ということで、受け身で今まで進んでいたところがございましたので、

現在、主体的対話的で深い学びの実現、授業改善を各学校で取り組んでいます。また

学力を今まで以上につけるとともに、アンガーマネジメントと並行してストレスマネ

ジメントにも力を入れ、情緒面も含めて学力を高めていきたいと考えております。 

 

〇 性被害やジェンダーの問題、いじめ等、全国的に色々と問題が起こっているが、学

校の見える化が今後、重要になってくるのではないかと思う。 

 

⇒ 現在、青少年センターに性の問題を長年取り扱ってきたカウンセラーに来てもら

い、学校現場だけでは難しい問題についても連携しています。また、地元の方々と

学校が連携するコミュニティスクールという制度が昨年から始まっております。地

域の方々と共に学校を良くして、子どもたちを見守っていくことで、見える化にも

繋がると考えています。 

 

 

結婚希望の実現 

 

ご質問・ご意見等なし 

 

 

子育て情報発信の充実 

 

ご質問・ご意見等なし 

 

 

〈基本目標Ⅳ〉 地域が連携し、安心して暮らせるまちをつくる 

 

時代の変化に対応できるまちづくり 

 

（ご意見要旨） 

 

○ 今ある施設の統合、整理等、令和 7年度はどの程度まで進められるのか。 
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⇒ 今後 10 年間において、増改築、大規模改築を行う施設、行わない施設を、現在、

選別している状態です。長期のプランをもちまして、合理的に再編を行えるように

進めております。 

 

〇 市として、企業誘致を重視するのか、住民を増やすことを重視しているのかどちら

か。市の強み弱みを認識し、メリハリをつけ、どこに特化するかを決めた方が良いと

思う。 

 

⇒ 人口増加に特化するというより、全体的なバランスを見ながら雇用創出など、持

続可能なまちであるために、市民協働を初めとした関係性の構築を行い、進めてい

きたいと考えています。 

 

【案件４】その他 

 

第２回まち・ひと・しごと創生会議開催についてのご案内 

 

（以上） 


